
年間乗降客数は地方管
理空港でトップ（ 年
度、 万人）を誇る
神戸空港、スカイマー
クと全日本空輸が東
京、札幌、沖縄など国
内６都市に毎日 便を
就航させている

神戸空港マリンエア
開
港
７
周
年

　
神
戸
空
港
マ
リ
ン
エ
ア
が
明
日

日
に
開
港
７
周
年
を
迎
え
る
。
同
空
港
は
、
地

方
管
理
空
港
と
し
て
は
乗
降
客
数
ト
ッ
プ
を
誇
り
、
利
用
者
は
関
西
だ
け
で
な
く
、

中
国
・
四
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
神
戸
市
や
兵
庫
県
で
は
国
へ
の
関
西
３
空
港

の
一
元
管
理
お
よ
び
運
用
時
間
の
延
長
、
発
着
枠
の
拡
大
な
ど
を
働
き
か
け
る
ほ

か
、
航
空
需
要
拡
大
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
神
戸
空
港
の
さ
ら
な
る
発
展
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
２
年
の
動
き
を
追
っ
た
。

乗
降
客
数
、
地
方
空
港
で
首
位
陸
・
海
の
ア
ク
セ
ス
至
便
１
１
年
度空港機能充実を要望「関空」、「伊丹」との一体運営目指し…

空
港
の
規
制
緩
和
地
域
発
展
の
カ
ギ

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ２月１５日 金曜日 　　

　
現
在
の
状
況
を
少
し
で
も

打
開
し
た
い
と
兵
庫
県
は
、

一
昨
年
の

年
か
ら
７
―

月
に
３
回
、
関
西
全
体
の
航

空
需
要
拡
大
に
つ
い
て
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

き
た
が
、

年
も
９
―

月

ま
で
計
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
同
年
は
第
一
回

９
月

日

「
関
空
・
伊

丹
空
港
の
経
営
統
合
と
関
西

３
空
港
の
こ
れ
か
ら
」
、
第

二
回

月

日

「
空
港

と
地
域
の
発
展
の
た
め

に
」
、
第
三
回

月

日

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

向
け
た
環
境
整
備
」
を
開
催

し
、
合
計
３
８
０
人
が
参
加

し
た
。

　
さ
ら
に

月

日
に
は
こ

れ
ま
で
の
計
３
回
の
セ
ミ
ナ

ー
の
ま
と
め
と
し
て
「
さ
ら

な
る
航
空
需
要
拡
大
に
向
け

て
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。

こ
れ
に
は
２
０
０
人
が
参
加

し
た
。
総
括
と
し
て
「
空
港

と
地
域
は
相
互
補
完
関
係
に

あ
り
、
発
着
枠
や
運
用
時
間

の
緩
和
な
ど
の
空
港
環
境
の

整
備
が
航
空
需
要
を
増
や

し
、
地
域
経
済
を
刺
激
す

る
。
そ
の
逆
に
官
民
連
携
に

よ
る
新
産
業
創
出
や
規
制
緩

和
が
地
域
を
活
性
化
し
、
航

空
需
要
を
増
や
す
」
と
ま
と

め
て
い
る
。

年
も
引
き
続

き
こ
う
い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
く
予
定
だ
。
神

戸
に
は
こ
れ
ま
で
の
重
厚
長

大
産
業
、
食
品
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
機
関
が
集
積
す
る
医
療

産
業
都
市
が
あ
る
。
ス
パ
コ

ン
「
京
」
が
稼
働
し
、
万
能

細
胞

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

で
網

膜
再
生
医
療
に
取
り
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
む
。
新
産

業
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る

今
、
神
戸
空
港
の
規
制
緩
和

い
か
ん
が
、
今
後
の
神
戸
の

経
済
発
展
の
カ
ギ
を
握
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
２
０
１
２
年
７
月
に
関
空

と
大
阪
国
際
空
港

伊
丹

を
経
営
統
合
し
た
新
会
社

「
新
関
西
国
際
空
港
会
社
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
両
空
港
の

一
体
運
営
が
動
き
出
し
た
。

新
会
社
で
は

時
間
運
用
の

関
空
と
、
都
市
部
に
位
置
す

る
伊
丹
の
双
方
の
利
点
を
生

か
し
て
ア
ジ
ア
の
拠
点
空
港

を
目
指
す
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
。

　
こ
の
動
き
に
対
し
、
神
戸

空
港
の
設
置
管
理
者
で
あ
る

神
戸
市
や
関
係
す
る
兵
庫
県

や
神
戸
商
工
会
議
所
で
は
引

き
続
き
「
神
戸
を
含
む
３
空

港
の
一
体
運
営
」
を
唱
え
、

神
戸
空
港
の
運
用
時
間
の
延

長
や
発
着
枠
の
拡
大
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

　

年
７
月

日
、
矢
田
立

郎
神
戸
市
長
は
、
兵
庫
県
や

神
戸
商
工
会
議
所
の
関
係
者

と
と
も
に
室
井
邦
彦
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
、

要
望
書
「
神
戸
空
港
の
機
能

充
実
に
関
す
る
要
望
」
を
提

出
し
た
。
そ
の
内
容
は
神
戸

空
港
を
含
む
関
西
３
空
港
の

一
体
的
効
率
的
運
用
を
視
野

に
入
れ
、
関
西
の
航
空
需
要

の
喚
起
に
は
各
空
港
の
能
力

の
最
大
活
用
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
神
戸
空

港
の
運
用
時
間
の
延
長
、
発

着
枠
の
拡
大
、
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
運
航
規
制
の
緩
和
、

国
際
便
の
利
用
促
進
の
た
め

の
Ｃ
Ｉ
Ｑ

税
関
、
出
入
国

管
理
、
検
疫

体
制
の
充
実

に
向
け
た
関
係
省
庁
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
と
要
望
し

た
。
神
戸
市
な
ど
で
は
「
喫

緊
の
課
題
」
と
し
て
今
後

も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
こ
れ

ら
を
国
に
働
き
か
け
る
方
針

だ
。

　
神
戸
空
港
は
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ス
パ
コ

ン

「
京
」
や
神
戸
市
が
進

め
る
医
療
産
業
都
市
構
想
の

も
と
、
大
学
、
製
薬
会
社
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
医
療
機

関
な
ど
が
集
積
す
る
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
に
南
の

神
戸
空
港
島
に
あ
る
。
神
戸

市
は
人
口
１
５
４
万
人

２

０
１
３
年
１
月
現
在

で
ビ

ジ
ネ
ス
と
観
光
を
背
景
と
し

て
、
国
土
交
通
省
の
２
０
１

１
年
度
空
港
管
理
状
況
調
書

に
よ
る
神
戸
空
港
の
年
間
乗

降
客
数
は
２
５
６
万
人
、
搭

乗
率
は

・
３
％
だ
っ
た
。

地
方
管
理
空
港
に
お
い
て
乗

降
客
数
は
ト
ッ
プ
で
、
２
位

の
岡
山
空
港

１
２
７
万

人

を
大
き
く
引
き
離
し
て

い
る
。
２
月
現
在
、
ス
カ
イ

マ
ー
ク
と
全
日
本
空
輸
が
東

京
、
札
幌
、
沖
縄
な
ど
国
内

６
都
市
に
毎
日

便
を
就
航

さ
せ
て
い
る
。
利
用
者
は
兵

庫
県
内
、
関
西
圏
、
さ
ら
に

鳥
取
、
岡
山
、
徳
島
な
ど
近

隣
に
も
広
が
る
。

　
利
用
客
の
多
い
理
由
は
、

神
戸
の
中
心
部
三
宮
か
ら
新

交
通
シ
ス
テ
ム
の
ポ
ー
ト
ラ

イ
ナ
ー
で
わ
ず
か

分

最

短
時

分

、
車
で
も

分

８

と
い
う
利
便
性

に
あ
る
。

　
さ
ら
に
関
西
国
際
空
港

関
空

と
は
無
料
駐
車
場

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
高
速
船

神
戸
―
関
空
ベ
イ
・
シ
ャ

ト
ル

が
毎
日

便
、
約

分
で
運
航
し
て
い
る
の
も
特

徴
の
一
つ
。
高
速
船
は
４
月

か
ら
は
早
朝
と
深
夜
に
各
１

便
ず
つ
が
増
便
さ
れ
る
予
定

で
、
さ
ら
に
利
便
性
が
高
ま

り
そ
う
だ
。


